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映像視聴における時間推定と主観的長さ評価の差異:

映像評価・心理特性との関様 1)
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Psychological time while watching video clips: The difference between evaluations of subjective 

time and estimations of elapsed time 

Misako Nambu (Dφartment of Media Architecture， School of砂'stemsInformation Science， Future 
Universiか116-2Kamedanakano， Hakodate， Hokkaido 041-865瓦JajJαn)

Etsulm T. Harada (Institute of Psychology， Graduate School of Com戸rehensiveHuman Sciences， 

University 01 Tsukuba， Tsukubα3α5-8572， Jaμn) 

This study investigates the relations of psychological time to individual characteristics and cognitive 

factors while watching short video clips. One hundred ninety駒threeundergraduates participated in a 

group experiment using three di百erentvideo clips; a product advertisement， an animation， and a TV 

comedy show. The results show that as individuals have more positive impressions of the video clips 

they tend not to evaluate the subjective viewing time as being long， although no significant relation 

was observed between impressions and estimations of elapsed time. Moreover， time anxiety， which is 

an individual trait， was found to influence evaluations of subjective time but not estimates of elapsed 

time. These results suggest that two dimensions of psychological time are based on di百erentcognitive 

mechanisms. While estimations of elapsed time depend on external and objective criteria， evaluations of 

subjective time vary accor・dingto internal factors. 
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背景と目的

時間は誰にとっても等しく有限な資源であるが，

その使い方や考え方は人によって大きく奥なってい

る。時間に関する間いや関心は普通的なものであり，

近年でも，時間管理や時間活用，時間認知などに関

する一般向けの書籍が数多く出版されている(例え

ば，橋元， 2006; :本田， 2007;竹内， 2008など)。

また，時間への心理学的なアプローチとして，本邦

では 1990年代から，松田らが f心理的u寺I'MJJに関
する一連の研究を行っている(松田・甲村.LLi 111奇・

調枝・神宮・平， 1996など)。

1) 本論文は，公立はこだて未来大学の平成 21年度卒業

研究として尾崎昂さんが実施した実験のデータを再分

析したものです。また本研究の一部は，第27四日本

認知科学会大会において発表されました(南部・尾崎，

2010)0 

心理的時間のなかでも特に注自されているのが，

H寺問評価である O これは 実際に経過した時間とは

別に，主観的に詳細li(推定)される時間のことであり，

実時間と推定時間のずれは 身体の代謝や時間経過

への注意など，様々な要1z;Jにより生じることが明ら

かになっている(松田，2004;1公国ら， 1996)。さらに

時間管理能力のような個人の心理特性との関係も指
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摘されている (Francis-Srnythe& Grove， 1999;三宅・
檎本・井二上・森田・山崎・松田， 2004など)。

ところで， HCI (Hurnan-Cornputer Interaction)や

HTI (Hurnan-Technology Interaction) と!呼ばれる分

野では，様々な技術によって人の知的活動を時間や

空間などの制約から解放することや，そこで新たに

創出される活動のあり方に焦点が当てられている C

技術的発展は，私たちの時間との関わり方や心理的

時間にも影響を及ぼすと考えられるが，人と技術の

インタラクションを心理的時間の観点から分析した

研究は，これまでほとんど行われていない。そこで

本研究では，映像視聴という具体的かつ日常的な場

開を題材として，時間に関する認知的な特性，なら

びに狂TIの特性について探索的な検討を試みたい。

近年，映像を視聴するという活動のあり方は大き

く変化してきている。従来からさまざまな映像記録

メディアが存在し利用されてきているが，現在で

は，動illii共有サイト(例えば， YouTubeやニコニコ
動商)のようなウェブサーピスの登場によって， よ

り街使に，好きなものを好きなときに好きなだけ.

視聴することができるようになった。またこのよう

な環境を利用して，ウェブ上には多種多様な映像コ

ンテンツが公開されている O これらは，動画共有サ

イトのシステム上の制約もあって，数分から 10分

未満の短いものが多い。つまり，新たな技術の登場

は.人と映像のi時間的関係性に大きな影響を与えて

いると考えられる。こうした状況を背景として，本

研究では映像視聴における心理的時間について検討

する。短時間のl映像視聴において視聴者がその日寺間

をどのように評価するのか またそれは個人の心理

特性によってどのように変化するのかを明らかにす

るため，集団で、の心理学実験を行った。

方法

実験参加者情報系大学の学部生 193名。

材料 タイプの異なる 3つの映像(ビデオクリッ

フ。)を用意した。

(1)商品広告 (180秒，全編):デジタルカメラの

ウェブ広告ムービー (Olyrnpus，2009)。写真をパ

ラパラ漫画のようにつなげて，ある人物の一生の物

語を穏やかに表現したもの。主人公が様々な場所に

移動していく様子を追っている O 全体を通して英語

のボーカルの入った軽快な苦楽が流れているが，ス

トーリーや登場人物に関連する言語情報(ナレー

ションなど)は一切含まれない。

(2)アニメーション (300t歩，タイトルとエンドロー
ルのみ除外):デジタルコンテンツのコンテストの

授賞作品(植草. 2009) 0女子高校生らしき人物が

疾走する様子などが描かれている。ストーリーや世

界観はかなり難解であり，やや刺激の強い場面(衝

突や流血など)も含まれている。全体を通してゆる

やかなピアノの音楽が流れており，場面に応じてヘ

リコプターやチャイムなどの効果音が挿入されてい

るが，ストーリーや登場人物に関連する言語情報は

一切含まれない。

(3)バラエティ番組 (300秒，ひとつの話題の開始

から終了までを抜粋):お笑い芸人ふたりが，ある

日常的な対象について語り合っているもの。他の 2

つの動聞とは対照的に 登場人物や場面の動きがほ

とんどなく， BGMや効果音等もない。

調査項自 以下の (a)から(c)はビデオクリッ

プを視聴するごとに (d) と (e) はすべて視聴し

た後に，質問紙で回答を求めた。

(a)映{象の印象評価:SD法による印象評価 20項目 O

「明るい一暗い」などの形容詞対に対し， 6件法で

回答。また映像への関心として， 1続きがみたいJ.
「内容に興味があるjの2項呂に対し， 1あてはまるJ
から fあてはまらないJまでの5件法で回答。
(b)映像の主観的長さ評価:1時間が長い」という
項目に対し， 1あてはまる」から「あてはまらない」
までの5件法で回答。

(c) I決{象の時間推定:1この映像はどのくらいの長
さだったと思いますか」という項目に対し， 10分
。秒jで回答。

(d) 日常の映像視聴行動:1日あたりの映像視聴時

間，テレビや動湿配信サイトの利用頻度など8項目。

(e)時間にかかわる心理特性

-時間管理能力尺度 18項目(松田， 2004) 0 3つの

下位尺度(短期的時間管理・長期的時間管理・時間

に対ーする態度)からなるo 1計画通りに時間を過ご
している(短期的凡などの項目に対し「あてはま

るJから「あてはまらないjまでの 5件法で回答0
・時間意識尺度 13項目(丸山・永田. 1993， 

1994)0 2つの下位尺度(道具的時間意識， t!lll1寺的

時間意識)からなる。「映像をみることはjという

設定文につながる「ほっとできる時間である(即時

的)Jなどの項目に対し 「そう思う」から「そう思

わない」までの5件法で回答。

・メタ認知能力尺度9項白(松田・橋本・井上・森田-

W!ll奇・三宅， 2002) 0 1考えが混乱したときは，立ち
止まり， もとに戻って考えるJ，1勉強や課題を行う
ときには，計画を立てるJなどの項目に対し fあて
はまるjから「あてはまらないjまでの5件法で回答0

・時間不安尺度 18項目(生和・内田， 1991)0 2つの

下位尺度(不安・苛立ち)からなる。「急、な予定変



南部美砂子・ j京!卦挽子:峡{象視聴における時間推定と主観的長さ評価の差異 13 

更があると気が動転する(不安)J.r信号を待つのは
イライラする(苛立ち)Iなどの項自に対し， iあて
はまるJから「あてはまらないJまでの5件法で問答。
手続き 実験は集団形式で行われた。参加者は映

像を仕上 (2)，(3)のJiI震で視聴しそれぞれの視
聴直後に調査項目 (a)，(b)， (c)に回答した。さらに，

すべての映像視聴と屈答が終了してから (d)ー (e)

に回答した。実験はおよそ 30分で終了した。実j

中lはま教室のi時時計計-や腕時計 携帯電話の時計計-なとど苧を見

ないように指示したO

結果

ここでは分析結果の一部を報告する。なお，本研

究の実験では各映{象の視聴}II真序のカウンターバラン

スがとられていないため，映像内容と視聴)II~)芋の効

果を切り分けることができない。そのため，おもに

映像ごとに分析を行い，映像開の直接的な比較の結

果は参考とした。

映像の印象評髄の予備的分析

映像の印象評価 20項目について，探索約四子分

析(主因子法，パリマックス回転)を行い，スクリー

プロットおよび因子の解釈のしやすさから 3因子を

指定した。さらに，いずれの因子にも負荷量の低い

Table 1 I映像の印象評官TIiの因子分析結果

項目 i貯|央さ好意力動性共通性

明るい-11音しE .853 .228 .030 .781 

軽い一重い .841 .065 -.198 .752 

親しみゃすい一親しみにくい .816 .355 -.086 .799 

にぎやかな一寂しい .777 .066 .138 .627 

わかりやすい一わかりにくい .693 .374 -.168 .649 

かたいーやわらかい 一.611 -.100 一.006 .384 

自由な一不自由な .596 .169 .365 .517 

あたたかい一冷たい .547 .215 -.032 .347 

単純な一複雑な .438 .038 -.316 .293 

深いー浅い 一.409 .368 .330 .411 

女子き一嫌い .408 .811 .182 .858 

良い一悪い .300 .783 .186 .737 

面白い一つまらない .377 .746 .221 .747 

楽しい一苦しし、 .539 .675 .152 .769 

美しい一美しくない 一.127 .518 .371 .422 

大きい一小さい .021 .204 .545 .339 

力強い一弱々しい .026 .084 .520 .278 

地味な一派手な .070 -.092 -.422 .l91 

寄与率(%)29.343 17.527 8.114 

寄与率合計(%) 54.985 

2項目(長いー短い，古い一新しい)を除外し，敢

終的に[明快さ]. [好意]. [力動性]の 3因子を抽

出した (Table1) 0 各国子の得点を算出し.以下の

分析で用し 1た。

映像の主観的長さ評価と時間推定

映像の主観的長さと視聴時間の推定値について，

映像ごとに，平均髄と標準偏差，および相関係数を

算出した (Table2)。第 l試行の広告および第 2試

行のアニメは実11寺IHJよりも長めに推定されていた

が，第3試行のお笑いでは推定時間が実時間よりも

短かった。また，第2のアニメ，第3試行のお笑い

においては，向指標 Ij~J に仁iコ程度の杓関が認められた。

前述のとおり，本1iJf究の実験では映像内容と視聴
JII~)予の効果を区別することができないが，各映像の

実i時間と推定時間の差から，ストーリーに関連する

言語情報の有無が時間推定に影響している可能性が

考えられる。また相関分析の結果から，故初の試行

では主観的な長さの評価とi時間推定が独立に行われ

ているが，第 2，第 3試行ではこれらが相互に影響

しあっている可能性が示唆された。つまり，実験と

いう場の認識にもとづき，主観的な長さの評価とi時

間推定の開に何らかの一貫性を持たせようとする態

j支・指向性が生成されたと解釈することもできる O

主観的長さ評価・時間推定と映像の印象評価

映像の印象評価3因子(明快さ・好意・ブj動性)

について，映像の主観的長さ，視聴11寺11，1]の推定値と

の相関分析を行った (Table3) 0 主観的長さでは，

いずれの映犠においても印象評価3因子との問に有

意な負の相関が示された。つまり， ととのような次元

であれ，映像に対する評価が低くなるほど長いと感

じることが明らかになった。これに対し，時間推定

では，第2試行のアニメにおいてのみ，好意由子と

Table 2 主観的長さと時間推定の平均値・標準偏差と

相関係数

平均値 標準偏差相関係数

l広告(180秒)

主観的長さ 2.97 1.20 .068 

時間推定 221.01 62.21 

2アニメ (300秒)

主観的長さ 3.50 1.28 .340** 

時間推定 318.02 115.18 

3お笑い (300秒)

主観的長さ 2.71 1.08 .250料

時間推定 282.81 98.92 

** pく .01
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の開に有意な負の相関が示された。アニメはストー

リーが難解であり，一般的には受け入れられにくい

ような内容であったことが，他の映像とは異なる結

果につながったと考えられる O

そこで，映像の主観的長さと視聴時間の推定値の

それぞれに対し映像の印象評価3因子がどのよう

な影響を及ぼしているかを検討するために重回帰分

析を行った。その結果，主観的長さについては(Table

4) .第 1試行の広告には好意!tg子と力動性因子が，
第2試行のアニメには明快さ!君子と好意!君子が，第

3試のお笑いには好意図子が影響を及ぼしていた。

つまり，好意はいずれの映像においても主観的長さ

に影響するが，研i央さと力動性は映像の種類によっ
て彩響の有無が変化することが示された。時間推定

については灯油le5). 第2試行のアニメにおいて

のみ好意による影響が示され，他の映像では印象評

価iの影響がまったくみられなかった。

j:)Jこの結果から，映像の印象は主観的な長さの評

価には強く関係しているのに対し. I時間推定にはほ

とんど関係しないことが明らかになった。ただし，

第2試行のアニメにおいてはーその好意の度合いが

時間推定にも若干の影響を及ぼしていた。

このことから. 11寺問に関する内的な判 I~~r と外的な

'lable 3 主観的長さ .11寺山]推定と映像の印象評定の相

関分析結巣

映像の印象許定

明快さ 好意 力動性

1 }広告
主観的長さ 一.203*本 一.353*本 -.260料

1時間推定 .001 .017 一.048

2アニメ
主観I~I/~ 長さ 一.292** 一.536** 一.188判

時IMi推定 一.110 一.198料 一.002

3お笑い

主観的長さ 一.178* 一.446判 一.304*ネ

11寺間推定 一.061 .009 一.093
ホpく.05，料 pく.01

'lable 4 主観的長さに対する映像印象評定の童図婦分

析結果

目的変数:主倒的長さ

説明変数

母子i央さ 一.079 一.208**ホー.119

好意 一.317料* -.516料*ー.399料*

力動性 一.170** 一.107 一.083
判 pく.01，料*pく .001

基準(分，秒)にもとづく判断では，対象の評価と

の関係性が大きく異なっており，前者は被影響性が

強いのに対し後者は影響を受けにくいと言える。

前述のとおり，その 2つの判断が同時に求められる

ことを知ったあとでは，一定程度の関係性(第 2，

第3試行における中程度の棺関)が生じている。し

かし両者の関係性はそれほど強力ではないことか

らも，時間評価における内的判断と外的な基準にも

とづく判断は独立に行われており， さらに映像視聴

という体験の良否の評価は内的判断のみに影響を与

えていると考えられる。

しかしそのなかでも 後者のl時間推定において，

特定の映像(アニメ)への好意の影響性が示された

点は興味深い。そこで 映像の差異を確認するため

に，印象評価の各因子得点について，映像の種類(広

告/アニメ/お笑い)を要因とする分散分析を行っ

たところ，いずれの因子においても要因の効果が

有意であった(明快さ F(2，384) =554.87， p<.OOl; 

好意F(2，384) =34.222， p<.OOl;力動性F(2，384) 

=49.321， p<.OO1)。それぞ、れLSD法による多重比

較を行ったところ，アニメは明快さが他の 2映{象よ

りも低く，好意が広告よりも低く，力動性が他の 2

映像よりも高いことが示された (Fig.1)。つまりア

ニメは，他の 2映像とは特性が異なり，映像材料の

選択における意図のとおり，難解で派手な，比較的

好まれにくいものとして受けとめられていたと考え

られる O

主観的長さ評価・時間推定と心理特性

時間にかかわる偶人の心理特性のうち，メタ認知

と時間不安. I時間苛立ちを取り上げ，主観的長さ・

時間推定との関係を検討するために重屈帰分析を

行った。これに先立ち メタ認知 9項目，ならびに

時間不安9項目と時間苛立ち 9項目(どちらも時間

不安尺度の下位尺度)についてそれぞれ信頼性係数

(α)を算出したところ.)11震に .754..855， .694であり，

内的ー貰tl:が十分に高いことが確認された。そこで，

Table 5 時間推定に対する映像印象評定の重回帰分析
結果

目的変数:時間推定

1広告 2アニメ 3お笑い

R
2 .004 .049* .013 

説明変数

i現'1央さ .033 一.107 一.028
好意 .024 一.189料 .062 

力動性 一.068 .039 一.112

* pく.05，** p < .01 
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以下の重回帰分析ーでは合計j去をmいることとした。
まず，主観的長さについては (Table6). 第2試

行のアニメにおいてのみ時間不安の影響が示され

た。また第3試行のお笑いでは，苛立ちの影響が有

意傾向で、あった。一方時間推定については (Table

7) .し吋よれの説明変数においても有意な影響がみら

れなかった。

映像の印象評価と同様に，時間にかかわる心理特

性においても，内的な判断(主観的長さ)と外的な

基準にもとづく判断・(時間推定)の独立性がみられ

た。またここでも，アニメにおける影響の独自性が

示された。
日的変数:f時間推定

l広告 2アニメ 3お笑い

.017 .015 .005 

一.017

一.069

.061 

一.068

.067 

.045 

.023 

-.090 

.147 

R2 

説明変数

メタ認知

時間不安

Il寺間苛立ち

た内的な要因の影響力を低減させていたと考えられ

る。一方，長さの感じ方は，これらの内的要因によっ

て大きく変化していた。ただし第2. 第3試行に

おいては主観的長さと時間推定に有意な棺関が認め

られたことから.映像視聴と質問紙への回答を反復

するうちに，これらの判断の問に相互作用が生じて

いた可能性が考えられる。この点については，実験

状況や学習効果の問題として，さらに検討していく

本研究では，映像視聴という具体的かつ日常的な

場面を題材として，時間に関する認知的な特性につ

いて，集団実験により検討を行った。タイフ。の異な

る3つの映像を視聴し映像の主観的長さの評価と

視聴時間の推定値の関係 またこれらと映像の印象

評filliや時間にかかわる個人の心理特性の関係を分析
した。

まず，映像の主観的長さと時間推定については，

映像の印象評価や心理特性からの被影響性の違いか

ら，異なる認知メカニズムに依拠することが示唆さ

れた。時間推定には分や秒という外的基準があるこ

とから，これが映像の印象や個人の心理特性といっ

考察と今後の課題
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必要がある。

今日のICT(Information Communication Technology) 

分野において，ユーザがシステムの反応などを「待っ

ている時間jの問題は，満足度の主要因のひとつと

して重要視されている。とりわけコミュニケーショ

ン評価の要因として 突時間としての「待ち時間j

をどこまで短縮すべきかを検討することは，大き

な課題となっている (Niida，Uemura & Nakamura， 

2010 ;新井田・原田，印刷中)。本研究の結果から，

こうしたコミュニケーション評備において重要な時

間評価は，外的基準にもとづく時間推定ではなく，

内的な基準による主観的な長さの評価であることが

示唆された。この点は，今後のHCI，HTI研究にお

いて検討すべき方向性を示すものであり，意義のあ

る結果と言えるだろう。

次に注目すべき点は，アニメーション映像の特異

性である。アニメにおいてのみ，時間推定に対する

好意(映像への印象評価)の影響，主観的長さに対

する!時間不安(時間にかかわる心理特性)の影響が

示された。したがって， このアニメ材料には他の2

つの映像にはない，各要因の影響力をひきだすよう

な性質が合まれていたと考えられる O 映像問の比較

では，本研究で用いられたアニメが難解で派手な，

比較的好まれにくいものとして受けとめられていた

可能性が示唆された。なかでも特に，表現やストー

リーの意味理解の困難さは，認知的に負荷の高い状

況をもたらすと考えられる O そして，その状況を楽

しめる程度や，特性としての焦りや不安の程度を経

由して(あるいは組み合わさることによって)，時間

に関する認知的な活動に強く影響していたと言える

のではないだろうか。これについても，今後さらに

詳細!な分析を行い維認していく必要があるだろう O

本研究の実験は集団で実施され，映{象の視聴)11真序

についてカウンターノtランスをとることカfできな

かった。重要ないくつかの側面において，得られた

結巣が視聴JIIV[序によるものなのか，映像自体の特性

によるものなのかをデータとして明らかにすること

ができないことは，研究上の大きな問題点である。

本研究で得られた仮説を検証していくためにも，こ

の問題を次の実験研究のなかで解決していきたい。

以上の探索的な検討により，映像視聴と時間評価

に関する認知的な特性の一端が明らかになったが，

今後さらに，他の分析結果もあわせてそのメカニズ

ムを解明していく必要がある O また，映像の内容や

長さ映像視聴11寺のインタラクティピティ(インタ

フェースの違いによる視聴者の関与の程度)などを

要因とする実験を実施し， HTI 研究としてもさらに

発展させていく予定である。
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